






1.目的 

核家族の増加に伴ない家庭での援助者の減少・育児情報の氾濫など,少産少死・高齢化とい

う時代背景のもと・育児不安が最も発生しやすい新生児期における保健指導のあり方を検

討する意義は決して小さくない。 

この見地に立ち,研究班で，新生児期の保健指導のなかで重要な位置を占める新生児訪問指

導のあり方について検討を行うことにし，今年度は全国各地におけるその実態を把握する

ことにした。 


